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北
岡
伸
一
J
I
C
A
理
事
長
は
、
６
月
11

日
か
ら
17
日
に
か
け
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
ア
ル

メ
ニ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
３
カ
国
を
訪
問
し
、

各
国
の
政
府
要
人
と
の
会
談
を
行
う
と
と
も

に
、
政
府
開
発
援
助
（
O
D
A
）
事
業
の
現

場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
北
岡
理
事
長
は
、
J
I
C
A

が
今
年
５
月
に
コ
ー
カ
サ
ス
地
域
初
と
な
る

支
所
を
開
設
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
訪
問
。
首

都
ト
ビ
リ
シ
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
新

設
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
談
で
は
、
ギ
オ
ル
ギ
・
マ
ル
グ
ヴ
ェ
ラ

シ
ヴ
ィ
リ
大
統
領
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
要

人
か
ら
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
支
所
開
設
へ
の
謝
意

や
、
日
本
か
ら
の
投
資
促
進
に
対
す
る
期
待

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
北
岡

理
事
長
は
、
人
材
育
成
や
経
済
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
、
観
光
分
野
に
お
け
る
支
援
な
ど
を
強

化
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

次
に
訪
問
し
た
ア
ル
メ
ニ
ア
で
は
、
１
９

８
８
年
の
地
震
で
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た

北
部
の
ス
ピ
タ
ク
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
北
岡

理
事
長
は
、
日
本
と
同
じ
地
震
国
で
あ
る
ア

ル
メ
ニ
ア
に
対
し
て
、
引
き
続
き
防
災
分
野

に
お
け
る
支
援
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
表

北岡理事長がジョージア、アルメニア、ウクライナを訪問 01

03インドネシアで社労士制度の導入を支援

02　JICAが作成に協力 ミャンマーの小学校に新しい教科書導入
　

６
月
１
日
に
新
学
年
度
が
始
ま
っ
た
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
、
J
I
C
A
の
技
術
協
力
で
作
成
さ
れ

た
教
科
書
が
全
国
の
小
学
校
に
一
斉
導
入
さ

れ
、
約
1
3
0
万
人
の
新
１
年
生
が
新
し
い
教

科
書
で
学
び
始
め
ま
し
た
。

　

2
0
1
1
年
に
民
政
移
管
さ
れ
た
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
は
、
新
し
い
国
づ
く
り
を
担
う
人
材

の
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
同
国
で
長
年
に
わ
た
り
、
子
ど
も
の
主
体

的
な
学
び
を
促
す
児
童
中
心
型
教
育
の
普
及

を
支
援
し
て
き
ま
し
た
が
、
授
業
で
使
用
さ

れ
る
教
科
書
は
約
20
年
前
に
軍
事
政
権
下
で

作
ら
れ
た
暗
記
中
心
型
の
も
の
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
J
I
C
A
は
2
0
1
4
年
か
ら

技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
小
学

校
の
全
５
学
年
・
９
科
目
の
教
科
書
の
開
発

を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
新
し
い
教
科
書
は
、

自
分
の
目
で
確
か
め
、考
え
、伝
え
、協
力
し
て
、

暮
ら
し
や
社
会
を
改
善
し
て
い
け
る
よ
う
に

な
る
こ
と
と
、
好
奇
心
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら

楽
し
く
学
べ
る
こ
と
を
目
指
し
て
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
教
師
用
指
導
書
の
作
成
・

配
布
や
研
修
の
実
施
な
ど
、
子
ど
も
の
主
体

的
な
学
び
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
教
員
を
育

成
す
る
た
め
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

J
I
C
A
は
６
月
16
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政

府
と
の
間
で
、
技
術
協
力
「
社
会
保
険
実
施
能

力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
関
す
る
討
議
議
事

録
に
署
名
し
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
日
本
独
自

の
社
会
保
険
労
務
士
（
社
労
士
）
制
度
を
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
適
し
た
形
で
導
入
し
、
社
会
保
険

の
適
正
な
適
用
と
保
険
料
徴
収
シ
ス
テ
ム
の
向

上
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

2
0
2
5
年
以
降
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
と

見
込
ま
れ
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
安
定

的
で
効
率
的
な
社
会
保
険
制
度
を
確
立
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
同
国
政
府
は
2
0
1
9
年
ま

で
に
、
労
働
保
険
の
加
入
率
に
つ
い
て
は
、
公

務
員
や
法
人
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
企
業
の

労
働
者
で
80
％
、
未
登
録
団
体
の
労
働
者
で
５

％
に
達
す
る
こ
と
を
、
健
康
保
険
は
全
人
口
を

カ
バ
ー
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
J
I
C
A
が
同
国
政
府
に
対
し
て
社

会
保
障
の
適
用
拡
大
な
ど
に
関
す
る
研
修
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
社
労
士
制
度
の
有
効
性
に
高

い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
本
事
業
の
実
現
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
社
労
士
制
度
の
導
入
支
援
は

J
I
C
A
初
の
取
り
組
み
で
、
運
営
の
仕
組
み

の
構
築
や
、
社
労
士
育
成
の
た
め
の
講
習
や
試

験
の
実
施
を
支
援
す
る
方
針
で
す
。
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ジョージア支所新設レセプションで挨拶する北岡
理事長

ウクライナのボルトニッチ下水処理場改修事業地
で記者会見に応じる様子

署名式の様子

新しい教科書を手にして喜ぶ子どもたち

明
。
セ
ル
ジ
・
サ
ル
グ
シ
ャ
ン
大
統
領
を
は

じ
め
と
す
る
政
府
要
人
か
ら
は
、
人
材
育
成

を
含
む
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
さ
ら
な
る
支
援
に
対
し

て
高
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
訪
問
地
で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

は
、
2
0
1
4
年
以
降
、
東
部
情
勢
が
悪
化

し
て
い
ま
す
が
、
J
I
C
A
は
同
国
の
経
済
・

社
会
の
発
展
に
向
け
た
国
内
改
革
を
後
押
し

す
る
た
め
に
、
経
済
・
財
政
の
安
定
化
や
、

環
境
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
善
、
金
融
改
革
な
ど

の
分
野
で
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ペ
ト

ロ
・
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
大
統
領
を
は
じ
め
と
す

る
政
府
要
人
に
対
し
て
、
北
岡
理
事
長
は
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
環
境
分
野
の
支
援
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

今
回
訪
問
し
た
３
カ
国
は
、
ソ
連
崩
壊
後

の
1
9
9
1
年
に
独
立
し
、
現
在
は
民
主
化
・

市
場
経
済
化
に
向
け
た
政
策
を
進
め
て
い
ま

す
。
日
本
と
の
外
交
関
係
樹
立
25
周
年
の
節

目
に
あ
た
る
今
年
、
北
岡
理
事
長
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
理
事
長
と
し
て
初
め
て
こ
れ
ら
の
国
々
を

訪
問
し
ま
し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
今
後
も
資

金
協
力
や
技
術
協
力
な
ど
を
通
じ
て
、
各
国

の
国
づ
く
り
と
日
本
と
の
関
係
強
化
に
一
層

貢
献
し
て
い
く
方
針
で
す
。


